
暑さ指数（WBGT：Wet Bulb Globe Temperature）

暑さ指数（WBGT）とは？

暑さ指数（WBGT）とは、人間の熱バランスに影響の大きい

気温 湿度 輻射熱
の３つを取り入れた暑さの厳しさを示す指標です。

軍隊での訓練の際に、熱中症を予防することを目的として、

1950年代にアメリカで提案されました。

暑さ指数（WBGT）の算出

WBGT（屋外）＝0.7 × 湿球温度 ＋ 0.2 × 黒球温度 ＋ 0.1 × 乾球温度
WBGT（屋内）＝0.7 × 湿球温度 ＋ 0.3 × 黒球温度

暑さ指数（WBGT）測定装置

熱ストレスの評価指標としてISO7243で国際的に規格化されています。

暑さ指数を用いた指針としては、（公財）日本スポーツ協会（元日本体育協会）による「熱中症予

防運動指針」、日本生気象学会による「日常生活における熱中症予防指針」があります。

※環境省熱中症予防情報サイトでは、暑さ指数の算出に気象庁の観測データを使用しています。

ふくしゃねつ

○乾球温度：通常の温度計が示す温度。いわゆる気温のこと。

○湿球温度：湿度が低い程水分の蒸発により気化熱が大きくなることを利用した、空気の湿り具合

を示す温度。湿球温度は湿度が高い時に乾球温度に近づき、湿度が低い時に低くなる。

○黒球温度：黒色に塗装した中空の銅球で計測した温度。日射や高温化した路面からの輻射熱の

強さ等により、黒球温度は高くなる。
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暑さ指数を用いた指針


